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も く じ
Ｐ１‥【特設サイト】世界で稼ぐ 先例に学ぶ「近畿輸出事例100」を開設しました
Ｐ２‥令和３年４月１日より、税込価格の表示（総額表示）が必要になります！
Ｐ３‥現場だより「みつばちBunBunクロスケの大原野げんき畑」 田中 宏明さん（京都市）
Ｐ４‥新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします

【特設サイト】
世界で稼ぐ 先例に学ぶ「近畿輸出事例100」を
開設しました。

近畿農政局は、これから輸出に取り組む担当者の方向けに、優良事例な
どについて紹介する特設サイト「近畿輸出事例100」を開設しました。

近畿管内の農林水産物・食品の輸出についてご関心のある方は、ぜひ
ご活用ください。

写真:京都府農林水産技術センター畜産センター碇高原牧場（京丹後市）

「近畿輸出事例100」については下記URLを参照してください
http://www.maff.go.jp/kinki/seisan/nousan/yusyutu/export_jirei.html

特徴１
品目別・府県別などカンタン検索

特徴２
近畿管内の膨大な事例を一挙に収録
インタビュー記事や活用した支援策等
がわかる事例、動画等も掲載
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消費税の総額表示

【お問合せ先】近畿農政局 農村振興部 農村計画課 075-414-9050
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京都市の端っこ「大原野」にみんな集まれ！
「みつばちBunBunクロスケの大原野げんき畑」

田中 宏明さん（京都市）

田中宏明さんは、平成25年に京都市西京区大原野で新規就農し、ナスを中心に多
品目の野菜を栽培されていましたが、将来の姿を見据え、平成29年7月からイチゴ栽
培を開始。イチゴの苗づくりが重要なため、平成30年夏にイチゴ一本に絞ることを決
意されました。

イチゴ狩り（2月中旬から5月上旬までを予定）
を金曜日・土曜日・日曜日・祝日に実施されてお
り、毎週約80人の来客があります（月曜日から木
曜日までは直売も実施） 。
現場では、真っ赤なイチゴに出会えますように

と願いながら、2分間の説明VTRを観ます。
その後、猫の社⾧「ミケ」をデザインしたキャ

ップをかぶって、イチゴ狩りのスタンバイです。
イチゴハウスに入るのが待ち遠しいですね。

ハウス内には、なんと1万2千株もイチゴが栽培
されています。
品種ごとの特徴や収穫方法などの説明を聞きな

がら、最大8種類の食べ比べを楽しめます。
ちなみに、一番人気は「おいC-ベリー」だそう

です。
害虫のハダニ類の発生を抑えるため、天敵のミ

ヤコカブリダニとチリカブリダニを利用し、農薬
の使用量を軽減する取組もされています。

真っ赤なイチゴに出会えますように～☆

いざ、スタート

将来の大きな夢

田中さんは、インターンシップ研修生と近
所のボランティアの力も借りながら、イチゴ
を栽培されています。
将来的には、ボランティアの方が体験料を

支払ってでも農作業をしたいと思えるような
楽しい場を提供したい、自分以外にも大原野
でイチゴ栽培をする人がたくさん現れてイチ
ゴの里「大原野」とPRできるようになれば…
と夢は膨らむばかりです。



新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html


